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近藤 浩一路（こんどう こういちろ）

資 料

軸 『肉筆東海道五十三次漫画

絵巻（漫画東海道） 』より「箱根」

・「箱根 ここははこねの かしの木坂

下に見ゆるは 畑の茶や 浩」

作 者

１８８４（明治１７）．３．２０－１９６２（昭和３７）．４．２７

山梨県南巨摩郡睦合村南部生まれ。

東京美術学校卒業後も、白馬会研究所で新しい画法を学ぶ。大正４年に読売新聞

社に入社し、漫画や挿絵を描く。また、大正１０年に日本美術院の同人となり、独自

の水墨画を描く。
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